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物は式 AB2X4 で表わされ、Z=8 すなわち AB2X4 が単位格
子中に８個含まれる。通常、構造式を A1-xBx[AxB2-x]X4 と
表し、八面体空隙（B サイト）イオンを[ ]内に入れて示






















                            














無機金属塩である Ga(NO3)3 あるいは Ga2(SO4)3 の水溶液
から、クエン酸存在下の弱塩基性条件において、-Ga2O3
ナノ粒子の水熱結晶化に成功した。クエン酸が存在しない






















下で水熱処理した。無機金属塩の Ga(NO3)3 および 
Al2(SO4)3 の混合水溶液から、180℃の水熱条件下 4～5nm


































































に形成される四面体空隙（A サイト）の 1/8 を Mg が、八
面体空隙（B サイト）の 1/2 を Al が占める結晶構造をも
つ。一般に、A および B イオンには 3ｄ遷移元素などの比
較的小さな元素が該当するが、スピネル型構造を形成する























































































から 5.25 eV へ変化することを明らかにしている。このス
ピネルナノ粒子は 9～3 nm の結晶子径を有し、極めて微細
であり、組成変化に対応する格子定数変化は、ベガードの
法則から少し乖離しているものの、大気中の熱処理後は、
格子定数はベガードの法則に従って変化することを明ら
かにしている。これらの結果から、スピネル単一相を示す
低温生成物はアルミニウム成分が多く含む組成では、結晶
性が低下し、結晶化が不十分な（アルミニウムに富む）成
分がナノ粒子中に存在している可能性があることを明ら
かにしている。 
第６章では、水酸化テトラメチルアンモニウムの存在
下、水熱処理温度を 240℃とし、ZnAl2O4-ZnGa2O4 系の全
組成領域について、スピネル型固溶体からなるナノ粒子の
直接的な合成を試みている。その結果、格子定数変化がベ
ガード則にほぼ従う、ZnAl2O4-ZnGa2O4 系の完全固溶体に
対応するスピネルナノ粒子が生成したことを明らかにし
ている。また生成スピネル相の結晶子径はアルミニウム成
分の増大につれて 14.5～5nm と徐々に減少すること、およ
びアルミニウム成分の置換固溶により、ZnGa2O4 のブロー
ドバンドな発光ピークは低波長側へシフトすることも明
らかにしている。 
第７章では、各章で得られた結論をまとめ研究を総括
している。 
以上のように、本研究では、スピネル型の-Ga2O3 ナノ
粒子およびAl2O3-Ga2O3系のスピネルナノ粒子の水熱法を
用いた合成方法を見出し、準安定なこれらスピネルナノ粒
子の相安定性、相変化、光学的性質を明らかにしている。
さらに ZnAl2O4-ZnGa2O4 系のナノ粒子の合成について水
熱法を適用して検討し、スピネル型固溶体ナノ粒子の合成
法とその性質を明らかにしたもので、いくつかの有用な新
しい知見を得ており、博士（工学）の学位論文の水準を十
分に満たしているものと認められる。 
